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平成29年度決算に係る財務書類について

1 公会計改革の目的

地方公共団体の公会計は、現金主義・単式簿記といって、一年間の現金収入と

支出を明らかにすることを目的としています。

しかし、この方法では、民問企業のようにどれだけの資産や負債を持っている

のかといったストックの状況や現金以外の要素を考慮した実質的なコストや収益

といった経営成績がわかのません。

このような課題を補完するために、平成20年度決算以降、企業会計(発生主義・

複式簿記)を参考にした財務書類の作成が国から要請されており、平成28年度

決算からは、国が定める統一的な基準に沿って財務書類の作成を行うこととされ

ています。

長崎市においても、統一的な基準による財務書類を作成・分析することにより、

市民のみなさまに財政状況をわかりやすく公表するよう努めていきます。



貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書及び資金収支計算書の4種類の

財務書類を、一般会計等、地方公共団体の全体、外郭団体等を含めた連結の3つの区

分で作成し荻す。

作成する財務害類(4表)

貸借対照表

十歳計外現金残高

資金収支計算書

支出

資金増減額
+

期首資金残高

ーーー了"ヌ民哥頑益疾'点、ーー'九

入

^^^^^^^^^^^^^

行政コスト計算書

経常収益

純経常行政コスト
土

臨時損失・臨時利益
Ⅱ

"ー'ー'為行姦丁叉下'ー、ー',

用

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

純資産変動計算書

^^^^^^^^^^^^^^^

f l
税収等(一般財源)、補助金等

資産評価替え等による変動額

'ー'ー'病耒釋鬢忌複'蒿一'ー'
●^●^巻^●^制^■^南^剛^陶

三セクター等10団体

(一財)長崎市野母崎振興公社

(福)長崎市社会福祉事業団
長崎つきまち(株)
(一財)長崎市勤労者サービスセンタ

(一財)長崎口ープウェイ・水族館
(株)長崎高島水産センター

(一財)長崎市地産地消振興公社
(公財)長崎市スポーツ協会
(一財)クリーンながさき
(地独)長崎市立病院機構
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3 一般会計等の財務4表

(1)貸借

資産や負債をどれだけ有しているかといったストック(残高)面から財政状況を
表したものです。
また、資産を取得するためにどのような財源(負債・純資産)で賄ってきたかを
みることができます。

資産の部

1 固定資産
(1)有形固定資産

ア事業用資産
イインフラ資産
ウ物品
(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

ア投資及ぴ出資金
イ投資損失引当金
ウ長期延滞債権
工長期貸付金

オ基金
力その他

キ徴収不能引当金
2 流動資産

(1)現金預金

Lニニー岑ぢ重1三琴垂二
tを丁果岐崟一ーーー
(3)基金

(4)その他
(5)徴収不能引当金

負債の部金額
784,266,676 1 固定負債
684,153,197 ( 1)地方
321,7幻,896 ( 2)長期未払金
358,245,049 ( 3)退職手当引当金
4,120,252 (4)損失補等引当金
606,455 (5)その他
99,507,024

47,能9,823 2 流動負債
△ 842,119 (1)翌年度還予定地方債
1,573,280 (2)未払金
11,995,900 (3)与等引当金
36,464,256 ( 4 )預り金
2,533,092

△ 107,208

31,483,527 負債合計
6,093,480

資産合計

Pdr忙!

ア平成29年度決算における固定資産は約7843億円と恋っており、その
うち、土地や建物などの形で保有する「有形固定資産」は約6β42億円、
他団体への出資金や特定目的のための基金恋どの「投資その他の資産」が
約995億円となっており、大き恋割合を占めています。

イ市税や保育料恋どにかかる長期延滞債権や未収金のうちの一部について、
過去5年間の不納欠損の実績により回収不能見込額として徴収不能引当金
を約1億円計上しています。

ウ全職員が平成29年度末に普通退職したと想定した場合の要支給額を退臓
手当引当金として約199億円計上しています。

工資産から負債を差し引いたものが純資産(現在までの世代が負担した部
分)となり、全体として、約5242億円と恋っています。
その内訳は、固定資産として将来の世代へ持ち越すものが、約8ρ62億
円(固定資産等形成分)あるものの、そのうち約2β20億円(不足分)は、
将来の税収等で賄わなけれぱ恋ら恋いことを表しています。
これは、固定資産の取得の際に発行した地方債残高が将来に持ち越され
ることなどによるものですが、地方債残高のうち一部については、将来的
に国から地方交付税として措置されるものも含まれています。
(残高に対して約1394億円が地方交付税で措置される見込みです。)

^^^^^^

4,0餌,01111
ーーー8写之工40 2

(単位:千円)
金額
265,908,541
240,189,596
201,能4
19,944,454
37,422
5' 535,385

21,929,727
2,634,905
△ 69,125

純資の部
固定資産等形成分
不足分

815,乃0,203貧及マ了萪寶'重喬哥"ー"ー"ー'ー"豆T5!元δ,了dl
傑蚕産否誹"

25,602,034

21,828,986

57.579

1,686.030

2,029.439

291,510,575
金額
806,196,4船
△ 281,鮖6,刀5

"ー"ー"を"4!う恩§,で2司
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行政活動のうち福祉活動やごみの収集といった資産形成に結びつかない行政サービ
スに係る経費とその行政サーピスの直接の対価として得られた使用料・手数料恋どの
財源(受益者負担)を対比させたものです。
この2つの差が純行政コストと恋りますが、これは受益者負担以外の市税等で賄わ
なけれぱならないコストを表しています。

経常費用(用
1 人にかかるコスト
(1)職員給与費
(2)賞与等引当金繰入額
(3)その他

2 物にかかるコスト
(1)物件費
(2)維持補修費
(3)減価却費

3 移転支出的なコスト
(1)社会保障給付
(2)補助金等
(3)他会計等への支出額
(4)その他

(単位:千円)

金額
24,334,797
20.290,6刀

1,686.030

2,358,090

4 その他のコスト

(1)支払利息
(2)その他行政コスト

経常費用合計

41,520,075

19,176,498
1,187,343
21,巧6,234

使用料・
その他

経常収益合計

臨収益Φ)
臨時収益合計 9刀,フ70

ι_,_,重行重,三、:E1区区妥・1三に二:.J:ス'行ξで1で了1」

Pdrrt!

ア

経常収益(B)
手数料

臨時費用合計

110,849,211
乃.059,306
16.947,855

18,788,379

53,671

臨時用(C)

3,113,8船

2,067,408
1,046,475

人件費や物件費といった現金支出のほか、有形固定資産にかかる減価償
却費や賞与引当金繰入額といった非現金支出も経常費用に含んでいます。
減価償却費は約212億円で、通去に多くの資産を整備してきたことが
わかのます。

移転支出的恋コストは4つのコスト区分の中で最も割合が大きく、 経常
費用全体の約62%を占めています。'
その内訳は生活保護費や各種福祉手当などの社会保障給付のほか、各種
団体などに対して支出する補助金や公営企業会計恋どに対する繰出金です

行政サーピスの直接の対価として得られた使用料恋どの経常収益は約
105億円で、経常費用の約6%が受益者負担となっています。
言いかえhぼ、経常費甫の約94%は市税などの受益者負痕以外の財源で
賄っているということに恋ります。

179,817,966
金額

4,439,167
6,059,041

10,498,208

金額
フ,598,952

1
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( 3 ) 資変

貸借対照表の純資産の部(現在までの世代が負担した部分)が1年間でどのように
変動したかを表すものです。

区分

期首純資産残高
痔行護3三'、r-ー、ー*ー'
痘収讐'ー、ー、ー'ー'ー'
国県等補助金
その他の変動額
当期純資産変勤額

:真_._邑 524,239,628.

Pdnせ

ア

(単位:千円)
金額

524.002,574

'太"'fテ"す16,で"血
声、f6をt85巨',9§i
能.935,619

3.3的,開4

237,054

資産形成に結びつか恋い純行政コストは約1759億円ありますが、市税
収入や地方交付税などの「税収等」と「国県等補助金」により賄っていま
す。
これは、経常収益で賄えない行政コストを市税など一般財源や国庫支出
金、県補助金により補てんしていることを意味しています。

当期の純資産の変動額は約2億円のプラスとなっています。これは、
平成29年度決算において、「税収等」が約10億円の増(法人市民税が
前年を上回ったことなどによる)となり、行政コストに充てるための歳
入が増と恋ったことなどによるものです。

その他の変動額として、立木竹の評価替えに係る資産評価差額や資産の
再調査などによの判明した土地の増加額等を計上しています。

一
口



歳計現金の出入りの情報を業務活勤収支、投資活動収支、財務活動収支の3つの
区分に分けて表したものです。他の3つの財務害類と異なの、行政活動を資金の
流れからみたもので、現在の公会計と同じ現金主義による財務書類です。

区分
1 業務活動収支

(1)業務支出
(2)業務収入
(3)臨時支出
(4)臨時収入
投資活動収支

(1)投資活動支出
ア公共施設等整備費支出
イ基金積立金支出
ウその他

(2)投資活動収入

ア国県等補助金収入
イ基金取崩収入
ウその他
3 財務活動収支

(1)財務活動支出
ア地方還支出
イその他
(2)財務活動収入
ア地方債発行収入
イその他
当期収支

(単位:千円)
金額
15,404.553

158,426,275

173,143,175
83,627

フ71,280
△ 12,221,9的
24,316,訟4
15,船0,3刀
2,055.722

6,630,785

12,094,895

6,390,094

959,856

4,744,945
△ 1,鵠9,243
22,097,992
21,546,845
551,147
20,198,749
19,705,840
492,909

1,283,321

《業務活動収支》

人件費や物件費などの支出と税収や手数
料などの収入といった日常の行政活動に
伴う資金収支です。

期首資金残高 2,780.720

偽課委崟残言一ーーーーーーーー「0私工罫1

《投資活動収支》

公共事業などの支出や基金への積立、水
・下水道事業などへの出資とその財源
となる補助金収入などに伴う資金収支で
す。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^.

Pojmt!

ア

《財務活動収支》

地方債の元金償還と新規発行に伴う収入
など主に借金に係る資金収支です。

期末資金残高は約41億円と姦っており、内訳をみると、投資活動収支
や財務活動収支の不足額を業務活動収支における市税恋どの一般財源で補
てんしていることがわかります。具体的には、道路など公共資産の整備や
地方債の償還などに市税恋どの一般財源を投入しているということに恋り
ます。

当期現金収支は、約13億円のプラスとなっています。これは税収等の
増や物件費支出の減などに伴い、業務活動収支が好転したこと恋どによる
ものです。

財務活動収支は、地方債の新規発行を抑えたことで、償還額が新規発行
を上回りマイナスとなったもので、貸借対照表に負債として計上されてい
る地方債の残額が減したことを意味します。



市一人たり

一般会計等の財務4表を平成29年度末時点の住民基本台帳人口424ρ94人で
割った市民一人あたりの財務4表です。

対照表
資産の部
1 固定資産
(1)有形固定資産
(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産
2 流動資産
うち歳計現金

資産合計
負の
1 固定負債
流動負債

象偉倉討_._._._._.
包資塵φぎ._._._._,
負債及び純資産合計

^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^

(単位:千円)
金額

^

1,舗0

1,613
2

235

74

10

1,924

^^^^^^

^^^^^^

'金
^

区分
1 業務活動収支
2 投資活動収支
3 財務活動収支

当期収支

627

61

6認
■^■^●^弼^■

1,236,
'ー'ー"-f,冒'2之

行政コスト計書
経常費用

1 人にかかるコスト

2 物にかかるコスト

3 移転支出的なコスト
4 その他のコスト

経常費用合計
経常収益

1 使用料・手数
2 その他
経常収益合計

金額

1,235

^

期首資金残高

ι阻宅.資牟倖直 10」
^^^^^^^^^^^

(単位.千円)
金額

臨時費用合計 18

臨時収益 金額

臨時収益合計 2

L,圧1政三好:ニ:ニ:ニニニノニニニニニ:ニニ亙,1

(単位:千円)
金額

36

△ 29

△4

P@int!

ア

用

58

98

261

424

^^^^^^

金額

区分

期首純資産残高

市民一人あたりの道路や学校などの資産は1924千円、地方債や退職手
当引当金恋どの負債は688千円です。

市民一人あたりの1年間にかかる行政サービスの費用は424千円、直接
負担した施設使用料などの収入は25千円です。

7

,存'政三好ニニニニニニニニJニニニニニニ1:刃1,
反雲一'ー'ー、ー、ー'ーー'ー'ー'ー'乞1ち

イ

'

金額

国県等補助金 163

その他の変動額 8

当期純資産変動額

謹玉包委亜:厘重"ー'ー"ー'ー'ー'ー"-1,7飴.

(単位:千円)
額
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4 一般会計等の固定資産台帳

固定資産台帳とは、事業を行うための資産や道路恋どのインフラ施設等の固定資産
について、その取得から除売却処分に至るまでの情報を管理するための帳簿で、国が
定める統一的な基準に沿って作成しています。

長崎市の有形固定資産と無形固定資産の合計は、現在簿価で約6848億円となって
おります。

有形固定資産の合計は、取得価額が約1兆3ρ24億円、減価償却累計額が約6,182係
円、現在簿価が約6842億円と恋っており、その内訳は、事業用資産が約3218億円、
インフラ資産が約3582億円、物品が約41億円と恋っています。
また、無形固定資産については現在簿価で計上することとされており、平成29年度
は約6億円と恋っています。

固定資産台帳(H30331現在)

勘定科自名称種別

土地

事業用資産

立木竹

建物

工作物

船舶

浮標等

建設仮勘定

事業用資産集計

土地(インフラ資産)

建物(インフラ資産)

工作物(インフラ資産)

建設仮勘定(インフラ資産)

インフラ資産集計

取得価額

145,014243

インフラ資産

3237.442

357,417835

物品

減価償却累計額

66326,596

有形固定資産集計

無形固定資産ソフトウエア

有形固定資産+無形固定資産

335β19

503986

210.283.27フ

5.103,330

(単位:千円)

現在簿価

145,014243

57フ,939251

PQint!

固定資産台帳は、資産の状況を明確化するとともに、公共施設等の維持管理
修繕・更新等に係る中長期的な経費の見込みを算出することや、公共施設等の
総合的かつ計画的恋管理に関する方針等の策定に活用していく予定です。

※インフラ資産→道路、河川、漁港、公園恋どの有形固定資産
事業用資産→インフラ資産以外の有形固定資産(庁舎、公営住宅、学校恋ど)

45,412627

156,413β48

330,445

10,456,613

534346β34

3237,442

125,006

147,134,558

256,151355

10,367,090

20913,969

711,584385

12851356

1302374,992

7577367

345761969

5374

378,980

5,103330

321787896

353339β36

8,731,104

156,413848

2879246

618221,795

188,584B65

10,367090

358245ρ49

4,120252

684,153,197

684,759,652

606,455



5 地方公共団体全体の連結財務4表

資産の部
1 固定資産
(1)有形固定資産
(2)無形固定資産
(3)投資その他の資産
2 流動資産
^^^^^^^^^

___?二塞駄里全_
資産合計
負債の部
1 固定負債
2 流動負債

負債合計
^■^^^^^^^^^^

ι純資塵φ部.._"_.
貞禎瓦ぴ瓢蚕'蓙答許一'

●亀

一

(単位:千円)
金額
1,057,700,318

9的,815,730

9,531,334

卵,353,2鼠
63,釘4,180

ーー3τ髪§丁巨1'9
T,T2T!罰「応8
金額
448,508,104
38,533,324
487,041,428
●^●^府^屑^帥

634,333,070
T,、牙!詔',τりも
^

国県等補助金 106,955,8聞

その他の変動額 4,542,232

フ,154,470当期純資産変動額

11玉色言亜:蕩重'ー'ー'ー'ー'ー"ニ'4!罷§,τ九.

そ金
区分

1 業務活動収支
2 投資活動収支
3 財務活動収支

当期収支

'ーコスト三 (単位:千円)
経常費用 金額

26,678,0151 人にかかるコスト

2 物にかかるコスト 60,812,451
205,712,1723 移転支出的なコスト

4 その他のコスト 6,204,3能
経常費用合計 299,407,006

金額経常収益
1 使用料・手数料 22,419,922
2 その他 フ,492,736

29,912,価8経常収益合計
臨時費用 金額

臨時費用合計 フ,813,754

金額臨時収益

」収貪討 99167!
』,任政三ミにニニニニニ:二J-'太"'うラ6t§T6三三'

(単位:千円)
金額

627,178,600

生:

期首資金残高

k粗末.寛全言直 31,229,2491
^^^^^^^^^^^

(単位:千円)

金額
28,626,390

△ 17,乃9,798

△ 4,200,フ76
6,665,816

P國m鄭

24,563,433

^^^^^^

ア 貸借対照表における資産の規模は一般会計等の約1.4倍と恋っています。
これは上下水道事業恋どの公営企業会計でも大きな資産を形成している
ためです。
一方、負債の規模は一般会計等の約17倍となっています。
これも企業債残高などによるものですが、特に下水道事業における負債の
割合が高いことに起因しています。

行政コスト計算書における経常費用は一般会計等の約17倍となってい
ます。
これは国民健康保険事業や介護保険事業の社会保障給付などの移転支出
的恋コストが多額にのぼるためです。
一方で経常収益は水道・下水道の料金収入恋どがあるため一般会計等の
約28倍になっています。なお、国民健康保険税や介護保険料、後期高齢
者医療保険料については、純資産変動計算書の税収等に計上されており、
純行政コストで生じたマイナス分を賄っていることが分かります。

区分

期首純資産残高

fデ政三好:ニニニニニ:ニノニニΣ1!Ξ;亘ξ三11
種1ミ奪一'ー'ー'ー'ー'ーー'-1テ1t§テΣヲ§1

二.
一



6 外郭団体等を含めた運需財務4表

照
資産の部
1 固定資産
(1)有形固定資産
(2)無形固定資産
(3)投資その他の資産

.宅..,"週1博底____
1___?,き聾亘t塁全_
癌産'合計一ーーーーー
負債の部
1 固定負債
2 流勤負債

旦偉食計_"_,_,_.
.純資産の部
貪債衰赤轟贇"産睿哥一'

(単位.千円)
金額
1,0卵,刀4,0如
1,005,365,394
9,958,225
53,450,421
73,232,536

ーー3ミδ巨r打91
T,T4乞δ6r,6
金額
459,389,0幻

41,四9,6刀

500,488,764

641,517,812・

T,hτをrδ6',T7も

区分

当期収支

コストそ
ノ^

(単位:千円)
経常用 金額

1 人にかかるコスト 35,297.17フ
2 物にかかるコスト 卵,599,309
3 移転支出的なコスト 283,072,639
4 その他のコスト フ,497,472
経常費用合計 394,466,597

経常収益 金額

1 使用料・手数料 34.955,666
2 その他 9,875,337
経常収益合計 44,831,003

臨時費用 金額
臨時費用合計 8,115.934

臨時収益 金額

時収益貪三t_'_______ 1.455,14,
L,女政三1【1、ニニ:ニニニニニJニニミ了誘ケ痴ξ誘急1

(単位:千円)
金額
631,789,586

ノ'△念56;29区38,'
'う54t的';181期首資金残高

!桓末:亘五云言______

●^■^●^●^向

^

^ (単位.千円)
金額
8,024,970

P@1mt!

30,000,419

^^^^^^

^^^^^^●
38,025,3釣

ア

゛

区分

期首純資産残高
゛行吸コ会卜f '
君f反響一'ー'ー、

貸借対照表において、第三セクター等10団体のうち仕働虫)長崎市立病院
機構は負債が資産を上回る状態となっています。これは病院建設から本格
運営までの準備期問における収支の赤字分が影響しているものです。平成
29年度決算の単年度収支は黒字化していますア゜

行政コスト計算書における経常費用は地方公共団体全体の約13倍、経
収益は約15倍と恋っています。ハ""
これは、広域連合方式で運営している後期高齢者医療事業にかかる多額
の移転支出的なコスト恋どが計上されているためです。

国県等補助金 106,5部,193
その他の変動額 4,542,232
当期純資産変動額 9,728,226

L:玉症重藍:蕩亘'ー'ー'一乃一'ー"'11!訂テ,冒住」

そ
口


